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い

政

lま

治

豆、ー
品三、

選

挙

ら

明

もコ

体
の
公
職
に
選
ば
れ
る
資
絡
の

こ
と
で
す
が
、
公
職
の
種
類
に

よ
り
そ
れ
メ
¥
年
令
要
件
が
具

り
ま
す
。

同
門
阿
川
凶
凶
門
一

選
挙
人
名
簿
と
は
1

公
正
な

投
票
を
確
保
す
る
た
め
選
挙
権

の
あ
る
人
を
登
録
す
る
簿
加
で

こ
の
名
簿
に
よ
っ
て
投
票
を
行

う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
・

で
、
選
挙
権
が
あ
っ
て
も
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
人
は
投

嬰
は
で
き
ま
せ
ん
。

名
簿
に
は
基
本
名
簿
と
補
充
名

簿
と
が
あ
り
ま
す
。

①
基
本
名
簿

毎
年
九
月
十
五
日
に
、
そ
の

日
ま
で
引
継
い
で
三
ヶ
月
以

上
同
じ
市
町
村
に
住
ん
で
い

る
人
で
、
十
二
月
二
十
日
に

満
二
十
才
以
上
の
者
を
原
則

と
し
て
登
録
し
ま
す
。

①
補
充
名
簿

基
本
名
簿
が
で
き
上
っ

た
あ
と
で
、
選
挙
権
を

得
た
人
の
た
め
に
、

選

挙
が
行
わ
れ
る
都
度
作

ら
れ
る
名
簿
で
す
。

こ
の
名
簿
は
申
請
に
よ

っ
て
作
ら
れ
る
も
の
で

す
か
ら
、

選
挙
権
が
あ

る
人
で
、
ま
だ
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
な
い
人

は
選
挙
の
前
に
は
必
ず

申
請
す
る
よ
う
に
注
意

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。

戸一

選
挙
権
を
実
際
に
行
使

す
る
大
切
な
機
会
で
す
か

ら
、
折
角
の

一票
が
無
駄

に
な
ら
な
い
よ
う
、
二
人

以
上
書
い
た
り
、
候
補
者

以
外
の
者
の
氏
名
や
余
計

な
こ
と
を
書
く
と
無
効
に

な
り
ま
す
。

な
お
身
体
傷
害
者
に
は

代
理
投
票
、
盲
人
に
は
点

字
投
票
、
用
務
や
入
院
等
の
た

め
投
票
所
に
行
け
な
い
人
に
は

不
在
者
投
票
と
い
ろ
制
度
も
あ

っ
て
便
宜
が
図
っ
て
あ
り
ま
す

回
日
阿
川
同
日
間

選
挙
運
動
は
当
選
を
目
的
と

し
て
候
補
者
の
政
見
や
人
物
を

選
挙
人
に
充
分
知
ら
せ
る
運
動

で
す
か
ら
、

自
由
活
設
に
行
わ

せ
る
の
が
一
番
よ
い
わ
け
で

す
。
し
か
し
野
放
し
に
す
る

と
、
金
の
あ
る
候
補
者
だ
け
が

有
利
と
な
り
、
金
の
な
い
人
は

投

当
選
で
き
な
い
よ
ろ
な
結
果
と

な
り
、
真
に
国
民
を
代
表
す
る

人
を
選
ぶ
選
挙
本
来
の
目
的
に

反
す
る
の
で
、
い
ろ
/
¥
な
制

限
を
加
え
て
公
正
を
期
し
て
い

る
わ
け
で
す
。

①
選
挙
運
動
的
期
間

立
候
補
し
た
と
き
か
ら
投
票

日
の
前
固
ま
で
で
す
。
立
候

補
前
に
行
う
運
動
は
「
事
前

運
動
」
で
禁

rさ
れ
て
い
ま

す。

①
文
書
や
言
論
に
よ
る
運
動

法
律
で
認
め
ら
れ
た
範
囲
で

ポ
ス
タ
ー
、
郵
便
ハ
ガ
キ
、

新
聞
広
告
な
ど
に
よ
っ
て
行

ろ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
言
論
に
よ
る
運
動
は
、
演
説

会
、
街
頭
演
説
等
に
よ
る
方

法
が
あ
り
、
こ
れ
も
法
律
で

認
め
ら
れ
た
範
囲
で
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

な
お
選
挙
運
動
に
つ
い
て
法

律
で
い
ろ
/
¥
な
制
限
を
加

え
る
半
面
最
近
で
は
国
や
地

方
自
治
体
が
立
会
演
説
会
を

開
催
し
た
り
、

選
挙
公
報
を

配
っ
た
り
し
て
経
費
が
少
く

て
し
か
も
公

E
な
運
動
が
で

き
る
よ
号
に
、
い
ろ
/
¥
面

倒
を
み
る
傾
向
が
強
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
と
れ
は
選
挙

公
営
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す。

①
選
挙
運
動
費

選
挙
運
動
の
た
め
に
使
ろ
費

用
に
は
一
定
の
制
限
が
あ
り

ま
す
。
制
限
額
が
定
ま
る
と

選
挙
を
管
理
す
る
選
挙
管
理

委
員
会
が
一
般
に
告
示
し
ま

す
。
制
限
額
を
超
過
し
て
使

っ
た
と
き
は
、

責
任
者
が
処

罰
さ
れ
、

且
つ
候
補
者
は
当

選
無
効
と
な
め
ま
す
。

①
其

、の

他

選
挙
運
動
の
木
拠
と
な
る
選

挙
事
務
所
の
数
や
運
動
に
用

い
る
自
動
車
や
払
声
機
の
数

に
関
す
る
制
限
、
特
定
の
公

務
員
等
に
よ
る
運
動
の
禁
止

等
が
あ
り
ま
す
。

附ー一

と
れ
は
選
挙
運
動
の
総
参
謀

や
会
計
の
責
任
者
が、

軍
大
な

罪
を
犯
し
た
と
き
や
会
計
の
責

任
者
が
選
挙
運
動
用
の
制
限
額

を
こ
え
て
使
っ
た
と
き
、

一
定

の
手
続
に
よ
わ
候
補
者
の
当
選

が
無
効
と
な
る
こ
と
で
す
。
従

来
こ
の
連
座
制
は
免
責
規
定
が

あ
っ
た
た
め
殆
ん
ど
実
効
が
な

か
っ
た
が
、
と
の
た
び
特
殊
な

場
合
を
除
き
、
す
で
に
と
の
免

責
r

の
規
定
が
削
除
さ
れ
て
強
力

な
連
座
制
が
と
ら
れ
ま
し
た
。

連

座
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昭
和
二
十
九
年
度

土
木
災
害
復
旧
に
つ
い
て

高

円

堂

用

水

(

二

三

)

若
い
乙
女
の
人
柱
の
傍
説
も
あ
る

地匡別世帯数及び人口
昭和29年12月未現在

と
な
h

り
ま
し
た
。

ご
の
間
屡
々
降
雨
雪
解
し
、

山
腹
崩
壊
の
為
の
用
水
が
破
壊

さ
れ
、
一

朝
に
し
て
水
路
を
埋

め
る
な
ど
、
地
方
民
の
困
難
は

本
当
に
涙
ぐ
ま
し
い
努
力
が
あ

り
ま
し
た
。
特
に
明
治
二
十
五

年
の
如
き
は
東
山
村
外
四
ケ
村

入
会
地
字
泉
沢
で
山
腹
が
崩
壊

1
堤
防
が
欠
壊
し
て
、
到
底
復

旧
の
見
込
が
な
い
程
ま
で
に
な

り
ま
し
た
が
、
地
方
民
の
絶
え

な
い
努
力
の
結
果
、

遂
に
七
百

円
を
投
じ
て
長
さ
三
十
聞
の
随

遁
を
作
り
辛
じ
て
、
疏
水
す
る

様
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
様
な
多
大
な
経
費
を
使

い
な
が
ら
、
木
樋
百
二
十
聞
の

内
、
約
十
二
問
宛
は
毎
年
取
替

修
理
を
L
て
き
た
の
で
あ
り
ま

す
。
然
し
木
樋
で
は
修
理
費
が

か
き
む
の
で
、
大
正
の
中
頃
か

ら
五
ヶ
年
計
画
で
こ
れ
を
コ
シ

グ
リ

1

ト
の
樋
に
改
造
す
る
こ

と
に
成
功
し
今
日
に
至
っ
た
の

で
あ
り
ま
す
。

現
在
こ
の
用
水
の
旧
道
の一

部
に
通
称
十
本
訟
と
称
す
る
ま

こ
と
に
形
の
よ
い
松
並
木
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
慶
安
四
年
こ

の
用
ホ
の
竣
功
の
際
の
記
念
と

し
て
、

時
の
改
作
奉
行
山
本
晴

三
郎
氏
が
植
え
た
も
の
で
、
=
一

百
年
後
の
今
日
に
於
て
も
、
当
一

時
の
難
工
事
の
模
様
を
物
語
る一

が
如
く
で
あ
り

ま

す

。

』

こ
の
記
念
闘
の
植
え
ら
れ
て
一

あ
る
場
所
は
高
台
で
あ
っ
て
、
一

延
々
た
る
有
機
の
海
を
眼
下
に
一

叉
遥
か
片
貝
谷
の
風
普
を
眺
め一

得
ら
れ
る
天
然
の
絶
景
で
あ
る
一

上
に
根
の
盤
屈
し、

枝
張
は
雅
一

極
に
富
み
、
ま
こ
と
に
捨
て
難
一

い
場
所
と
し
て
、
永
く
保
護
し
一

保
存
す
べ
き
か
と
存
ぜ
ら
れ
ま
-

す

。

一

向
こ
の
用
水
の
古
記
録
は
上
一

下
二
加
に
な
っ
て
い
て
、
其
の
一

一
舶
に
は
今
か
ら
三
百
年
前
天
一

神
の
草
分
け
、
百
姓
次
郎
九
郎
一

が
開
拓
の
模
様
を
記
し
た
も
の
一

で
あ
り
、
他
の
一
加
は
約
二
百
-

年
に
わ
た
っ
て
代
々
村
役
人
を

つ
と
め
た
子
孫
が
つ
ぎ
/
¥
に

書
き
続
け
幕
末
に
至
っ
た
珍
ら

し
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。
.
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十
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四

時

半
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市
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議
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乙
ろ
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川
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県

庁

側

目

一

青

柳

農

林
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長

中

国

農

地

部

長

木

下

膏

産

課

長

河

野

農

産

課

長

平

井
林
務
課
長

1
一

建

守

護

政

課

長

代

理

農

地

開

拓

課

遠

藤

係

長

耕

地

課

茶

谷

係

長

月

一

西

勝

下

新

川

県

事

務

所

長

稲

盛

全

農

林

課

長

2
一

市

内

農

業

団

体

側

年
一
ハ
農
業
委
員
会
〉
長
徳
本
謙
治
、
副
丸
本
太
一
ハ
市
議
会
農
林
委
員
)
長
明
石
寛
二

o
一
副
小
林
宗
作
ハ
農
業
共
済
協
会
)
長
大
崎
利
吉
、
(
農
政
普
及
事
務
所
)
大
井
技
師

ば

一

ハ

耕

地

協

会

長

〉

伊

藤

清

一

ハ

山

林

協

会
長
〉
大
森
久
雄
(
畜
産
娠
興
会
長
)
関
口

荊

一

秀

雄

《

果

樹

長

興

会

長

〉

宮

居

庄

作

ハ

競

繋

長

興

会

長

〉

沢

越

璽

〈

四

日

夕

昭
一
ラ
プ
連
合
会
長
〉
高
島
信
作
ハ
森
林
組
合
)
片
貝
組
合
長
奥
村
順
平
、
怒
倉
組
合
長

河
崎
浅
之
助

市

側金
光
市
長
、
清
水
農
林
課
長
、
係
長
三
名
、
観
員
三
名

報(禦鶴2Z諸島) 広

魚
海
市
は
合
併
直
後
七
、
一

水
害
に
遭
遇
し
て
、
耕
地
及
び

公
共
施
設
に
甚
大
な
る
被
害
を

う
け
、
そ
の
災
害
復
旧
に
全
力

を
集
中
し
て
き
た
の
で
あ
り
ま

す
が
、
昭
和
二
十
九
年
度
で
一

応
其
の
大
半
の
復
旧
を
完
了
し

ま
し
た
。
そ
と
で
、
今
後
は
農

林
振
興
施
策
を
積
極
的
に
行
う

た
め
昨
秋
来
農
林
振
興
計
画
案

を
ま
と
め
た
の
で
あ
る
が
、
今

般
之
が
計
画
を
推
進
す
る
に
あ

た
り
、
県
関
係
部
課
長
を
は
じ

め
、
市
内
農
業
関
係
団
体
長
に

御
出
席
を
願
っ
て
、
本
計
画
の

批
判
検
討
を
行
い
、
こ
れ
が
具

体
化
を
計
る
た
め
、
農
林
張
興

座
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

街
座
談
会
の
概
要
は
択
の
と

お
り
で
あ
り
ま
し
た
。

市
長
計
画
の
概
要
を
申
し
上

げ
る
と
、
先
づ
農
業
生
産
に

関
す
る
問
題
と
し
て
、
本
市

農
業
の
中
心
を
な
す
水
稲
作

の
増
強
と
こ
れ
が
安
定
作
に

重
点
を
置
く
は
勿
論
、
裏
作

の
普
及
と
共
に
有
畜
農
業
の

発
展
に
力
を
尽
く
し
た
い
。

読
菜
に
つ
い
て
は
市
内
に
適

地
が
相
当
あ
り
乍
ら
生
産
が

不
足
し
て
い
る
状
俄
で
あ
る

の
で
、
と
れ
も
近
郊
競
菜
輸

送
園
芸
共
に
伸
ば
す
必
要
が

あ
る
。
叉
特
産
の
果
樹
に
つ

い
て
は
先
進
地
に
負
け
な
い

よ
う
努
力
し
た
い
。

併
し
て
こ
れ
ら
を
綜
合
的
に

最
も
適
切
な
る
指
導
を
行
う

た
め
、
指
導
機
関
ハ
農
業
指

導
所
〉
を
設
け
た
い
と
考
え

て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ

に
は
各
方
面
の
意
見
を
聴
い

て
最
も
効
果
的
な
る
も
の
を

作
る
こ
と
が
今
後
の
課
題
で

あ
り
ま
す
。

叉
農
業
発
展
の
た
め
に
は
欠

〈
こ
と
の
出
来
な
い
農
業
教

育
と
学
校
の
つ
な
が
り
に
つ

い
て
も
大
い
に
関
心
を
払
っ

て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
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こ
れ
に
対
し
市
内
各
団
体
長
よ

一

り
本
計
国
を
極
力
実
行
し
て
ほ

一

し
い
旨
の
発
言
あ
り

一

県
農
林
部
長
は

)

禁

吃

Jnw?

本
日
は
魚
津
縁
切
深
川
務
総
議
機
機

市
の
皆
様
と

一
段
安
心
訴
え

γ
 

い
親
し
〈
懇
談

前
務
牧
市
ゆ
か
必
議
機

の
機
会
を
得

渓
援
協
議
後
夜
い

ま
し
た
こ
と

一一
懇
愛
媛
戦
中

に
つ
い
て
私

字
数
ザ
タ
弘
前
為
市
守

共
衷
心
感
謝

必
発
泌
総
抑
制
引
が
や

致
し
て
居
り

畿
附
漁
船
一
変
換
機

ま
す
。
本
計

線
機
畿
J
議
側
部
認

画
に
誠
に
定

勝
鱗
鵬
燃
mmw綴
間

大
な
も
の
で
騨
溜
灘
支
持
続

あ
り
、
細
部

錦
織
滅
的
制
波
紋
44

に
豆
る
検
討

機
ぬ
乏
治
安
部
停

は
出
来
ま
せ

.泌
総
努
仇
河
川
紙
、交い

ん
が
今
後
専

私
以
泌
総
域
総
終
刊

問
的
に
部
会

一
務
総
税
滞
納
税
機
織

を
設
け
、

機
縦
波
及
絞
殺
誠
一
念

本
計
画
を
作
灘
織

L
2
L

文
に
終
ら
す

槻
錨
醐

mv一一イ叫ん

と
と
な
ぐ
実

一一
1
灘湘
Y
川町市川ぷ叫

行
に
移
す
よ

裏

一

泳
三

一

号
協
力
し
た

鑓

怒
川
安
制
緩
抑
制

ム
γ
り
」
思
い
ま

機

燃
側
削
除
織

叉
農
業
指
導
に
つ
い
て
も

一

現
在
ま
ち
/
¥
で
あ
る
の
で

一

是
非
と
も
一
つ
の
指
導
方
針

一

に
纏
め
る
機
関
が
必
要
と
考

一

え
て
い
ま
す
。

一

市
長
山
林
の
問
題
で
は
、
特

一

に
国
や
県
の
力
を
多
分
に
必

一

要
と
す
る
の
で
あ
り
ま
し
て

、
村
道
に
つ
い
て
も
不
充
分

で
困
難
し
て
い
る
所
が
甚
だ

多
い
の
で
あ
り
ま
す
。
叉
山

林
の
濫
伐
に
よ
り
水
害

の
危

険
が
あ
る
の
で
筒
林
に
つ
い

て
特
に
力
を
入
れ
て
お
り
ま

ま
す
。

更
に
山
の
奥
地
の
問
題
で
は

片
員
の
奥
に
調
節
ダ
ム
を
建

設
し
て
濯
瓶
用
水
を
円
滑
に

す
る
と
共
に
水
害
の
危
険
を

防
止
し
た
い
と
本
考
え
て
い

ま
す
。

つ
い
で
土
地
改
良
で
あ
り
ま

ハ
順
不
同
)

す
が
、
農
業
の
基
盤
で
あ
る

土
地
改
良
は
現
在
の
と
と
ろ

大
変
遅
れ
て
い
る
の
で
本
計

画
に
占
め
る
用
排
水
改
良
、
農

道
の
整
備
、
安
換
分
合
、
客

土
等
で
ど
れ
が
施
工
に
関
し

、
県
の
物
心
両
面
の
援
助
を

仰
ぎ
、
地
元
関
係
者
の
協
力

会
願
っ
て
進
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

こ
れ
に
つ
き
地
元
同
休
長
よ
り

そ
れ

-A
¥要
望
、
質
問
あ
り

林
務
課
長

・奥
地
林
導
の
設
置

に
つ
い
て
は
、
山
林
面
積

一

千
町
歩
、

駅
よ
り
二
十
粁
と

い
う
基
準
が
あ
る
の
で
、
今

後
充
分
研
究
し
て
お
き
ま
す

農

地

部

長

魚
津
市
が
発
足
当

初
七
、
一

災
害
が
発
生
し
、

県
と
し
て
は
非
常
に
心
配
し

て
い
た
の
で
あ
る
が
、
市
長

さ
ん
の
熱
意
あ
る
御
尽
力
に

よ
り
予
想
外
の
進
捗
を
見
た

の
で
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が

補
助
金
の
支
払
が
遅
れ
て
大

変
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま

す
の
で
、
=
一
十
年
に
は
早
〈

配
分
出
来
る
よ
ろ
努
力
致
し

ま
す
。

文
小
さ
い
区
成
の
土
地
改
良

に
つ
い
て
は
、
二
十
九
年
ま

で
県
単
事
業
で
水
路
、
道
路

等
少
し
づ
つ
や
っ
て
き
ま
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
は
困
難
で

あ
り
ま
す
の
で
国
に
対
し
補

助
の
増
額
を
要
望
す
る
と
共

に
積
襲
事
業
に
つ
い
て
も
三

十
年
度
は
最
終
年
度
で
あ
り

ま
す
の
で
、
今
後
五
ヶ
年
継

続
す
る
よ
号
政
府
及
び
国
会

に
運
動
し
て
い
ま
す
の
で
、

一
層
の
御
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

座
談
会
の
概
要
は
以
上
の
通

り
で
あ
り
ま
す
が
、
市
が
農
林

振
興
計
画
を
推
進
す
る
に
当
り

、
更
に
具
体
的
に
之
を
検
討
し

、
実
施
に
運
び
た
い
と
考
え
て

い
る
の
で
、
県
当
局
の
一
層
の

御
指
導
と
市
民
各
位
の
御
協
力

を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま

す。
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住
宅
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居
希
望
者
の
受
付
始
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皆
機
お
待
ち
か
ね
の
昭
和
ご

十
九
年
度
市
営
住
宅
は
近
く
完

成
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ま
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の
で
、
左
記
の
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領
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っ
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入
居
申
込
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付
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